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岐阜県博物館～｡1年｡月開館

～美濃の自然｡風土と調和した近代的施設～

山田直利(地質普唇)･正井義郎(企画室)

1はじめに

岐阜県百年記念事業の1つとして建設がすすめられて

おやな

きた県立博物館が岐阜市の東方関市小屋名の百年

公園の一角に完成し本年5月5目に開館した.筆者

らは開館後もまない一目短時間ではあるが館内を

見学する機会があったのでここに簡単に紹介したい.

この博物館の建設計画がかたまったのは昭和46年3

月であり工事は48年7月に着手された.本館建設費

に約15億円展示関係に約4億円の費用が投ぜられたと

きいている.計画がかたまってから石油危機と狂乱

物価総需要抑制と長期的不況という困難校事情がつ

づいたなかで今局完成をみたかげには関係者のなみ

なみならぬ努力があったことが察せられる.

岐阜県は美濃･飛騨両国を合してつくられた“濃

飛"の国であり“飛山濃水"の地ともよばれる.そ

の自然環境は北は海抜3,190mの奥穂高岳をピｰク

わ

とする日本アルプスから南は海抜ゼロメｰトルの輸

じゆう

中地帯までまことに変化にとんでいる.地学的にも

先カンブリア時代から第四紀までテｰマに不足はない.

日本史の上からは東西政治勢力の接点として重要た

写真1岐阜県百年公園(北入口)

嚢

写真3博物館入口

写真2峻,線県博物館の全景

写真4玄関ホｰル�
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役割を果してきた.数年前に放映されたNHK大河

ドラマ｢国益り物語｣はまさに美濃の国の物語であっ

た.

このような岐阜県の風土･自然･歴史のすがたを多

くの人につたえる博物館カミかねてから期待されていた

が今回予想をこえたすばらしい形をとって私たち

の前に姿をみせたのである.

｢この博物館は一…･飛山濃水の申ではぐくまれてきた本県の

姿を人文･自然分野の諸資料によって公開展示しあわぜて諾

資料に関する調査研究･情報サｰビス等を行い広く県民文化

の向上を図るととを目的として建設された総合博物館です.｣

(案内書より)
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2百年公園から博物館へ

岐阜市内から名鉄美濃町線にそって国道156号線を

東にすすむと20分ほどで名鉄小屋名駅前を通過する.

小屋名から津保川(長良川の支流)をへだてた対岸の丘

陵地帯に岐阜県百年公園がつくられている.この公

園は山林を最大限に保存しその周囲をサイクリング

ロｰド･芝生広場･フラワｰガｰデンなどでふちどった

文字通りの自然公園である(写真1).

公園入口で自動車を降り正面道路の噴水池を右に曲

り小高い丘をほとんど登りつめたところに白亜の岐

阜県博物館炉目のまえに大きく立ちはだかっている

(写真2).こころにくいばかりのめぐまれた立地条件

である.

3博物館1階の施設

1階の博物館入口(写真3)から1歩足をふみ入れると

ここは思いきったスペｰスが玄関ホｰルのためにさかれ

第1図

⑧1

ラウソン申荏食一喫劣{

＼ペノ

1階平面図

ている.採光もきわめてよい(写真4).その一隅に

はラウンジとティｰル』ムがあって見学者のつかれ

をいやしてくれる.

1階の施設の配置を第1図に示した.ホｰルの左

右に自然展示室(I･1I)がある.これについては

あとでゆっくりふれよう.その奥には郷土学習室

講堂研修室収蔵庫などがある.

郷土学習室(写真5･6)は岐阜県に関係する図書･

標本などをおいて自由に閲覧･観察ができるようにな

っており利用する際のノレ』ルが入口に簡明に記されて

いる.｢見るだけの博物館｣から｢さわってたしかめ

写真5郷土学習室の一部

有側の壁にはアｰツ1こよる中部鉤方の衛星写真

写真6郷土学習室の利用のルｰル�
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写真7講堂

てみる博物館｣への努力がうかがわれる.

講堂は100人以上を収容できる広さカミあり(写真7)

映写室の設備もととのっている.ここでは博物館関

係の会議や普及講演などがおこ校われる.

挙げる.

イン石は語る(美濃イン石･生命の発生など)

礫岩のなぞ(日本最古の岩石･上麻生礫岩)

飛騨片麻岩(コランダム片麻岩･球状片麻岩など)

デボン紀(福地)の海

ペノレム紀(赤坂)の海

三畳紀(春日)の海

ジュラ紀の海

白亜紀(荘白川)の湖畔

はげしい噴火(濃飛流紋岩)

みずなみ

テスモスチノレス(瑞浪層群)

平牧(可児)の森

メタセコイアの沼地

火山の誕生

濃尾平野の次りたち

美山(郡上)の動物たち

これらの展示のうちとくに筆者らの印象につよく残

ったものだけを写真を中心に紹介してみたい･

4自然展示室I

面積約580m2のこの展示室は｢郷土の自然とおいた

ちを主題として岩石と化石により郷土の大地と生物

の変化をたどり山と川の二つの面から現在の自然の特

徴をまたそこに住む人とのかかわりの例を示す｣(案

内書より).

展示内容はさらに｢自然のおいたち｣｢自然のすがた｣

｢自然とひと｣の3つの部分に分けられる.

｢自然のおいたち｣の部では地球生成時から第四

紀にいたるまでの地球上の諸作用カミ岐阜県を例とし

て系統的に展示されている.はじめにその項目のみを

上麻生礫岩(写真8･9)

現地の露頭(加茂郡七宗村)の写真をバックに2m

におよぶ大型標本の展示.小窓から日本ではじめて

先カンブリア時代を示す鉱物年代(15～17億年)が測定

された珪線石片麻岩の礫がみえる.この露頭のめば

.しい片麻岩礫はあらかたとりつくされたといわれる

だけに貴重たものとなろう.

デボン紀の化宿

吉城郡上宝村福地から採集されたサンゴ･三葉虫･

層孔虫などの化石とデボン紀の古地理図･ジオラマ.

uとえがね

なお最近この付近(一重ケ根地区)からシルル紀の三

葉虫も発見されている.

写真8上麻生礫岩の展示､

とそれらの形成史

右側には飛騨のコシンダム片勝岩や球状花筒渚の大型標本

､吉灘珪1'

写真9

一護草

上勝生礫岩申の瑳縁石片勝岩の篠バックは露頭の

写真�



口47一

二畳紀の枕状溶岩(写真10)

揖斐郡藤僑村横山ダム上流の緑色岩層中に発見された

Basa1tpi11owの大型標本と海底噴火モデル図.

れん

ジュラ紀の漣痕(写真1i)

みたらい

大野郡荘川村の手取統(九頭竜亜層鮮御手洗層)にみら

れる漣痕(ripP1emar長)を示す砂岩の大型標本(向って

右側).同じもののレプリカ(左側)は2×2mの大

きさで実物以上の迫力がある.漣痕には風成漣痕

水流漣痕波漣痕などの種類があるがここにみられる

のは非対称型の断面をもつ水流漣痕である.

写真11ジュラ紀の海手取層群の砂岩層にみられる漣痕

滋雛滋縫茎

燃繍繍1､搬､撒,燃鰯繊嚢蛾､描

写真13濃飛流紋岩の生成過痘を示す模式断面図

写煎｡

二蟻系肋海底噴火でで慈

淀枕状溶岩の標本と郁)

ラ移負漢モチノレ

写真12火砕流の噴出を示すポラビジョン

写真14溶結凝灰岩とその顕微鏡写真(カラｰロルトン)�
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写剤§

雑鵬灯肋形成吏

と噴鵠物左側

運噌筒は濃尾平野

鶏鵬線属の柱状断

面撹ア

濃飛流紋岩(写真12･13･14)

岐島県の火成活動吏のうちでメイン･イベントとよ

ぶにふさわしい超大型火砕流の噴出を示すダイナミ

ックなポラビジ蜜ン.'その下には通称“田島"の欄廿

とよばれる濃飛岩体西縁の火道角礫岩(益岡郡金岬r

岡島)の大型標本と露頭写真.右側には濃飛流紋岩

の生成過程に関する最新の説(濃飛流紋岩団体研究グル

㎞プ提供)が模式断面図の形でえがかれている.溶

緒凝灰岩の標本と顕微鏡写真(カラｰ･ゴルトン)が

ペアｰぽ放って展示されているのは理解しやすい､

御岳火山の誕生(写真15)

登山よりも信仰の山として古くから親しまれている

御岳山の発達吏を4期に分けて説明する･

坂下の阿寺断層(写真16)

根尾谷断層と祖らんで県下の左横ズレ性の活断層と

して著名.断層による変位量が高位の段丘面ほど

大きくなっている様子が立体模型で示される.

美山のオオツノシカ(写真17)

郡上郡八幡町美山の洞穴堆積物から発掘した骨格をも

とに復元したオオツノシカ.日本では山口県とここの

2ケ処でしか知られていない.

これにつづく錦2部哺然のすがた､jでは現在の

岐阜県の自然から以下の題材をとって展示している.

飛騨の1一い帝凄

乗鞍岳ダ)生物

ブナの原生林

湿原

しよう等L訓司

地熱と激良

美濃の河川

地下水

池沼の金物

河川の生物

第3部はザ自然とひ&､三の鴛一ナｰである晶

水の利用

森林の役割

ギフチョウ

天敵

中央自動車道恵郡山トンネル(写真18)

5自然展示室]I

｢郷土のさまざまな自然｣を主題として岐阜県の特

色ある動植物･鉱物などが課題ごとにつぎの15のコ

ｰナｰに展示されている.

写真16阿寿断層による変位地形の立体模型(中央線坂下駅付近)

写真17八幡町美山の洞穴から発掘されたオオツノシカ�
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郷土の概況

生物の系統

岩石

鉱産資源

近代農業

天然記念物

鳥獣の保護

軟体動物

植物

県の木(イチイ)

県の花(レンゲソウ)

県民の鳥(雷鳥)

震災と防災

雪と生活

ウとアユ

｢郷土の概況｣のコｰナｰには岐阜県のレリｰフ模

型(1:150,000)に地勢図･地質図･植生図･自然度

図があざやか潅色彩で塗色され見学者の目をひいて

いた(写真19).｢岩石｣のコｰナ』には岐阜県を代

表する18個の岩石標本とその顕微鏡写真および関連する

露頭の写真カミ展示されている(写真20).｢鉱産資源｣

のコ』ナｰは神岡鉱山と東濃のウラン鉱床を中心とす

る展示である.

6人文展示室I･]I

人文展示室はちょうど自然展示室の真上にある.

人文展示室I[では｢郷土のあゆみを主題として郷

土の歴史遺産を原始時代から近･現代にかけ実物資

料等をもちいて総合的に展示している｣(案内書より).

つぎの5つのコｰナｰに分かれている.

郷土のあけぼの一先土器･縄文･弥生･古墳一(写真21)

濃飛両国の成長一飛鳥･奈良･平安一

地方信仰

武家社会

濃飛の江戸時代(写真22)

郷土の100年(写真23･24)

人文展示室]工には｢郷土の美術工芸を主題として

郷土の文化的遺産や長い年月うけっがれてきた伝統工芸

品を展示している｣(案内書より).自然展示室とはう

写真18中央道恵那山トンネル中央は地質断面図その下は破砕帯とた

たかった記録写真

写真20岐阜県の代表的な岩石標本とその顕微鏡写真(カラｰロノレトン)

写真19岐阜県のレリｰフ模型右から自然度図･植生図･地質図

写真21洞穴のくらし(ジオラマ)武駿川の石灰洞を復元したもの�



一50一

ってかわったひろびろとしたスペｰスに仏像神事芸

能にかかわる美術品幕末･明治の文人書画および伝統

工芸品が展示されている.岐阜県の誇る伝続工芸とし

て刀剣(美濃･関の刀剣を中心)やきもの(美濃焼

を中心)飛騨春慶漆器飛騨の彫刻(一刀彫)の4つ

が挙げられていることはいうまでも狂い.

72階の展示･施設

2階には人文展示室のほかに特別展示室がある.

筆者らの見学したときには岐阜県の生んだ偉大なる芸

術家画家川合玉堂(故人)画家前田青邨陶芸家荒

川豊蔵の3氏の作品カミ展示されていた(写真25).ほか

に図書資料室収蔵庫学芸部の研究作業室などがある

(第2図).

8地階には

地階はおもに収蔵庫と空調機械室にあてられている

研究作斤

昇図

特別収磯嘩

島

i木恕ラウンジ

､

喰香

ト半/

ホ

学兼都

剛館長窒

毛作淡ヰ十

特別腱示盗

イ､ベ

ルト

第2図

2階平面図

写真22輪中のくらし木曾･長良･揖斐三川にかこまれ一危地帯の水防

のための集落組織水位の上昇による氾らんの様子カミ動く断

面としてうつし出される

写真24発足当時の岐阜県庁舎(左)と現在の

岐阜市薮閏の新庁舎(右)

写真23囲治2唾年の濃崖地割こよる｢根屋谷水鳥村田園地盤陥落之図｣(右側)

とそれを撮影した当時の英国製四ツ切大型写真機

写真25

岐阜県の誇る巨匠たち(特別展示室)�
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第3図野外施設～自然観察のこみち～

第1表岐阜県博物館の組織

館長一制蜘

総榊{簑㍑

｢

､r文“

二仔ヨ券8{含;県1～〕

6(含棚上ξ〕

∵､ぶ

が写真室ガス滅菌室石工室工作室などの諸施設

もそなえられている.

9野外施設一自然観察のこみち一

館内展示を見おわったあとは600皿のこみちを散歩す

るとよい(第3図).ここは｢館内における“郷土の自

然"の展示に対応し自然の環境の中の生きた展示物と

して季節とともに移り変る自然の姿を見る場｣(案内

書より)である.見晴し台からは遠く御岳･乗鞍岳

･恵那山･伊吹山などがみられる.こみちにそい館

内に展示された岩石標本と同じものが各処におかれて

いる.

ておられる.しかしなんといっても岐阜県博物館

は県がその財力と智カをかたむけて建設しただけあっ

て総合博物館とよぶにふさわしい内春をもっている.

展示物が学術的に価値が高いだけでたく展示効果も近

代的でありざん新な建築とあいまって充分に見学者

を堪のうさせてくれる.展示の内容をカラｰで紹介で

き狂いのが心のこりでなら狂い.展示の説明文が簡単

すぎる(すこしつっこんだ説明文を小文字でそえてはど

うだろうか)こと荏とまったく不満が校いわけではな

いが時間をかげておいおい改善されるものと思う.

岐阜県人といわず地学に関係するものにとって一見

に値する施設である.

10規模･予算･組織など

敷地面積11,600.0m2

建築面積3,760.3m2

建築延面積8,792.2m2

構造鉄筋コンクリｰト造りおよび鋼管造り

地下1階地上2階

設備冷凍機･空調･換気･排煙･自動制御･消火･

盗難防止設備校ど

設計･監理岐阜県総務部管財課

株式会社目建設計

建築工事大目本土木株式会社

展示工事丹毒杜(自然)･乃村工芸杜(人文)

組織･運営第1表参照.このうち嘱託員は見学者に対す

る解説や展示物の管理をおこなう.このほか

建物の管理(外注)に常時2～3名が従事して

いる.

司1おわりに

きんしょう

岐阜県内の自然科学系の博物館としては金生山化石

館(不破郡赤坂町).ひだ自然館(吉城郡上宝村福地)

曲瑞浪市化石博物館租とがある｡瑞浪のものについて

は地質二並一ス第242号に近藤善教氏が紹介記事を書い

この記事をまとめるにあたって岐阜県博物館の松尾

克美副館長･笠原芳雄学芸員の両氏および地質調査所地

質部の河田清雄･神戸信和の両技官から御協力をいた

だいた.あつく感謝の意を表したい.

最後に見学者のためのメモを付記しておく.

利用案内

･開館時間

･入館

･休館

･道

･所在

4月～10月;9時～16時30分

11月～3月:9時30分～16時30分

料小･中学生50円(団体30円)

高校･大学生100円(団体50円)

その他150円(団体100円)

(ただし51年9月末まで無料)

日月曜目お一よび祝祭目の翌日

12月27目から1月4目まで

順名鉄美濃町線または岐阜バス小屋名下車

徒歩15分

地関市小屋名(〒501-32)

電請関<05752>8-3111�


